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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

市民の皆様の声を行政に反映するために、
市長とお話ししてみませんか。話題はなん
でも結構です。
皆様のご来場をお待ちしています。

■時　間／９時～ 12時・13時～16時
■場　所／市役所　岩瀬庁舎
■問合先／秘書広報課（☎58-5111・
　　　　　75-3111 代表）

６月25日（月）
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